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材料 としての プラスチックの現況
松 .尾 秀 郎
ま え が き
20世紀の後半は高分子 と原子力の時代であるといわれている。これを裏書す
るようにアメリカのスチール誌につぎのようなことが述べられている。
アメリカの鉄鋼業は 「鉄鋼は何一つ悪いところはない」 と考えていた。それ
だか ら顧客がアル ミニウムを買 ったことはシヨックだった。また 「鉄鋼を使わ
ないというのな らその代 りbz何が使えるとい うのだ」と反問していた。 ところ
が買手が 「プラスチック/」 と答えるにおよんで 彼等は始 め て 「これはいか
ん」と気がついた。
西独の鉄鋼企業の代表機関である西独鉄鋼連盟は 「新 しい工作材料、特にア
ル ミニユウムおよびプラスチックによる鋼の代用」 という調査を行った。その
結論につぎのように述べている 「鉄鋼市場全体のうち代用材料が占めているシ
エアは、ほんの僅かな ものであるが、この競争が鉄鋼価格を圧迫するので、鉄
鋼業の総利潤の うち断然大 きな部分がこれら代用材料か ら影響を受けている」
と。 °
またアレン ・G。グレイはメタル ・フ゜ログレス誌で 「金属産業の将来に一体
何が横たわっているか」 との論文中に 「確かに、多 くの金属が将来 も利用され ゜
続けるだろうが、ここ30年間に現れたプラスチックの、それの数倍する生産増
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加は、将来 『朸料革命』に対す る認識を疑い もなく高めるだろ う。 フ゜ラスチ ッ
クは長年の間に装飾的材料か ら構造材料に転換を遂げて きてい るが、高分子材
料の性質について大 きな発展が もたらされ ることは疑いない。」と述べている。
最 も需要の多い金属で もすでにこの通 りで、ましてプラスチックはそれ以外
の木材、硝子繊維、紙、塗料および接着剤等 あらゆる分野に単独にまた複合体
となって強力に侵出しつつある。
かつて南米に弧立して栄え黄金文明を誇 ったインカは16世紀半に一握 りのス
ペイン人に侵略された。鉄を知 らなかったインカが一朝に消え去った。 しかし
その鉄(軽 合金を含めて)だ けに目を向けていたとした ら昔日のインカを笑 う
ことは出来ない。少 し前まで現代は軽合金の時代 と云われたが、今は軽合金は
あた りまえの材料 とな りプラスチックが新 しい旗手 として登場 してきた。
第1図 アメリカにおける各種材料の生産量推移
(注)MetalProgressvol.84No.4
AllenG.Gray
1.化 学工業界におけるプラスチ ックの地位
わが国は勿論欧米において も化学工業はもつとも生産増加の大きい産業であ
る。低投資国であり個人消費、政府支出主導の国であるアメリカにおいても生
産の増加を支えている最大の ものは化学工業である。その化学工業内における
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プラスチ ックの比重 を見 ると第1表 となる。
第1表 より合成樹脂は36-39年間毎年約120°°の伸びを示 し、39年の構成比
約18%とずば抜けている。なお石油化学製品は大部分が合成樹脂の原料であ り
両者合せた27°°を合成樹脂 とも考えられる。
2。世界主要国のプラスチック生産量中におけるわが国の地位
第2表 に示すように米、西独に次いでわが国は第3位 の生産量を示 し第2位
の西独に肉薄している。かつ、人口1人 当 りの消費量は1963年まで低位だった
が1964年に4位 に急に上が り生産量並の消費量 となった。輸出が未だ低位にあ
り今後伸ばすべき方向を示唆 している。
..
第2表 世界主要国のプラズチック生産 ・輸出入総括表
1959年ユ962年1963年1964年
継 鑰犠 讃 緬 酬 糊1淞1円轡[、合。騙鸚
ア メ リ ヵ12.216.20.54,581,000520,0015.004.066,00018721.7
西 ド ィ ッ13。218.zi.31,700.000335,00109,001,474,000・5526.8
日 本4.7'8.10.31,375>400142,2045,101,278,300%13.3
イ ギ リ ス8.511。12.7878,0310,00185,00753,0005114.8
イ タ リ ァ4.69..9.2720,00250,00iio,00Aso,0005610.4
フ ラ ン ス6.38.10.590,000180,000180,00590,0004812,3
ヵ ナ ダ8.711.3205,00037。8048,60・215,40019一
オ ラ ン ダ7.711.10.6ヱ33,90112,000105,10×127,00012一
ソ 連2.02.6589,00-*589,000225一
ス エ ・_デ ン10。115.:一 ・7・6一
ベ ル ギ ー7.412.13.3--9.2・ 一
オ 甲 ス ト リ ー4.10.一.一 一7・1一
ノ 鯨一 ル ゥ ェ ー ・7.12.1-一 ・3.6-.
ス イ ス6.814.2-一'一 一5.5-
t丿 レ ト ガ 丿レ・1.2.1___、g_
注)串 印 は1963年の 数 値
第2図 我国の主要プラスチック生産量の伸び(暦年単位)
(注:日 本 フ゜ ラ スチ ッ ク工 業 連 盟作 成)
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3.我 国での主要プラスチ ック生産量の伸び
わが国の生産量は世界3位 にしてまさに2位 にのし上がろうとしているが国
内での各種プラスチックの伸び状況をみよう。
第2図 で示すよ うに、わが国では塩化ビニル樹脂が最大の生産量を示し、つ
づいてポリエチレン、ユ リア樹脂の順位 となっている。
塩化ビニル樹脂および、ユ リア樹脂はわが国の原料事情のため侮国と相違し
ていることは次の第3表 で認められる。
今後予定 されている石油コンビナー トの完成が近ず くに従い、それより原料
の供給を うける樹脂一ポリエチレンを始めとしポリプロピレン、メタアクリル
樹脂および、スチロール樹脂等は一段と伸びることと思われる。 そのモデルは
石油化学に依存するアメリカの事情より推察 される。
第3表 世界主要国と日本のプラスチック品種別生産比率の比較(1963年)
(日本プラスチック工業連盟作成)
r・貽 蠡i… カ1西ドイ・1・ギ・・1・タ・・r・ン・
全 生 産 量(・ ・… ト・)…62・,690・ ・783・,4267336235・8
111;蒸∵ 翻 影;、1:1、1:ll:ll:1、;:1、1:ll:1
(i)+(鑾翳 畔28 ・426…5・ ・2・,・ ・7.・ ・2.・
(3)塩化 ビニ ル樹 脂(%)32・935.215.719.120。740.033 .9
(
(PE・PP)(")22・dLZ.・27.8・2.825.9・6.7ユ2.・
(5)スチ ロール 樹 脂(〃)6・57.316.5-10.810.810.6'
(3)黥 曝
樹 脂qnl62・364・86・.・3・.957.467.557.3
※ 見 込
4.プ ラスチックの価格および推移
第4表 に現在の成形材料の価格を重量単位 と容積単位で、なお参考に他の材
料価格 も示す。
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第4表 成形材料価格表(昭 和40.6.現在)(合 成樹脂新聞)
値 段
材 料 比 重
円/例 円/・噸
フエ ノール 樹 脂1.35と して230--650274-878
ユ リ ア 〃(α セル)1.49〃150--160223-238
メ ラ ミ ン 〃(aセ ル)1.50〃340510
ポ リエ ス テル 〃1。20180τ400216-480
塩 イ匕ヒごニ ノレ 〃1.40180-210252-294
ポ リ ス チ レ ン(0・P)1.05170-180179-189
メ タ ク リル樹 且旨1.18340-430×60-507
ポ リ エ チ レ ン(低 密)・0.92とLて180-200166-184
〃(高 密)0.94190-210179-197
ナ イ ロ ン6'1.14600-650684-741
三 弗 イ匕 樹 月旨2.105,500 .11,550
四 弗 化 樹 脂2.25と して4,0009,000
ポ リプ ロ ピ レン0.90〃250-300225-270
ABS樹 脂1.02～1.04380388-425
ポ リカー ボ ネ ー ト1.20620-750110'1
デ ル リ ン1.425620-650884-926
鋼 材(板)7.870546
アル ミニ ユ ー ム(板)2.7300810
真 ち ゆ う8.33002,490
木 材(杉)0.44016
コ ン ク リ ー ト2.537。5
価格推移 について国際基準価格 とな
るアメ リカの例 を第3図 お よび第5表
に示す。最 近 ア メリカでの5ケ 年 間の
コス ト推移 をみ る と プラスチ ック は
平均34%低下 してお るのに反 して、鉄
鋼 は約20°、アル ミニ ウムは約8°o上
昇 してい る。
第3図 プラスチック価格の推移
(注)現代経営センターにおける日野自動
車(株)森 岡資夫氏講義資料より
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第5表 各 材 料 価 格 推 移
(Cents/Pound)アδ,ル 、禦・;(多,嘱 孟委篇 、,
19301.7023。812,98248.00.30
402.1018.711,29627.00.30
503.4217.721,23522.00。32
605.5526.831,18236.00。29
(但 し59)(但 し59)(但 し59)(但 し61)
(注)『ChemicalEconomicHandbook』より
5.わが国のプラスチックの多量消費の原因
わが国のプラスチック消費は急激に増加しておる。その原因はわが国の経済
が世界にも稀な高度成長を続づけ、プラスチックを多 く需要すると共に、プラ
スチック工業における技術革新の進行が大巾な価格引下げを可能な らしめたこ
と、およびプラスチックという新規製品の進出に有利な環境があったことも一
つであると思われ る。
即 ち、設備投資を柱 としたわが国の高度成長は
(1)工場や ビル建築の増大
(2)消費需要の増大 と消費革命の進行
(3)会社資本の不足 と公共投資の増大
等を誘発し、プラスデックの需要を増大せしめたと共に
(4)追加需要が大 きかった ことは フ゜ラスチックとい う新製品の進出を容
易にし、木材や金属に代替し得 る環境 をつ くりだした。 さらにこの間
にあって大巾な価格低下があったことは輸入を抑制 したのみでな く、
間接輸出を含め可成 りの製品の輸出を可能にした。
6.日 本のプラスチ ック消費の特質
日本のプラスチックの消費をアメリカや西 ドイツに比較して特色を述べよう
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第6裹 プラスチック消費の国際比較
ア メ リ カ 西 ド イ ツ 日 本
1,000t°01,000tl°01,000t°o
産 業 用837.539.9158.121.5174.631.1
機 械281.013.453.87.375.213.4
電 線 被 覆91.64。4--30.05.4
塗 料322.715.3100.013.635.66.4
紙 ・繊 維 加 工 用142.26.84.30.633.85.9
建 材 用.293.113.9297.840.5166.629.7
建 材 用185.58.8187.825.589,516.0
接 着 斉9107.65.1110.015.077.113.7
消 費 用801.038.1219.729.9'206.036.8
フ イ ル ム ・シ ー ト ・レザ ー329.715.794.912.9120.621.5
雑 貨471.322.4124.817.085.415.3
そ の 他 い170.18.159.18.113.52.4
合 計2,101.7100.E734.7100.0560.7100。0
輸 出214.1
注 、 経 済 企 画 庁 坂 本 正 弘 氏 発 表
第6表 よりして特色は
ω 西 ドイツに比べて建材用プラスチツクの消費が少ない。
(2)塗料の消費が少ない。
(3)表にはあらわれていないが電気機械向けが多い反面、その他の機械向け
が少ない。
(4)フイルム、シー トの消費が多い等。
このような特色は日本建築がなお和風建築が多いことや、自動車や一般機械
に比して電気機械産業が比較的大きい。また食器、フイルムに見 られるように
日本の生活様式が比較的プラスチツクの多量消費的になっているというような
要因の現れである。
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7.今 後のプラスチツクの需要
日本経済は転換期であ り経済を主導する部門は投資より消費に移 り、一方、
成長率 も鈍化 した。
プラスチツクもその関連産業のあお りを喰い全体的に需要の鈍化はあるがプ
ラスチツクはその用途か らみて消費支出と非常に深い関係がある。
即ち耐久消費財例へば自動車、家庭電化製品、住宅等にしろ、雑貨、フイル
ム、シー トなどその大半は消費需要につながっている。消費主導型経済におい
て も消費革命の進行、生活様式の多様化などプラスチツク消費 を増大 きせ る要
因は多 く含まれている。しか も日本の消費水準は5万 円か ら30万円台の飛躍を
とげる段階であるといわれ、さらに今後予想される公共投資の増加は住宅、文
教、厚生施設などを中心としてプラスチツクへの需要を一層増加させると思わ
れる。これ ら需要部門別にみよう。
(1)耐久消費財需要
プラスチツクの消費は消費支出に大 きく支えられてきたことは既に述べたが
今後の消費支出中の耐久消費財では自動車、ボー トであろう。とくに自動車につ
いてのべてみよう。自動車界にいよいよ貿易自由化が始まった。現在は平穏なが
ら外車のノックダウン方式の実施 もはらんで販売競争の激烈 さを思わきれる。
これに対処する一ため各社それぞれ策を練っておることと思一うが、その一つの方
法 として自動車のグラム作戦 と称せ られる全体を軽量化す ることの研究、およ
びコス トダウンのための合理化対策等には不断の努力が払われていると思 う。
自動車コス トの5-6割 は材料費で占められているといわれる。 これほど決
定的重要な影響をおよぼす材料であるか ら関心は必然的に大 きいと考える。
最近のモダン ・フ゜ラスチックス(米)誌 の 「1965年型自動車に大量進出す る
プラスチックス」論文中に自動車へのプラスチックの応用は急速でアメリカの
1965年型は200万ポンド以上プラスチックが 使用 され てお り、1970年型では
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550万ポ ン ド以 上 使 用 さ れ る だ ろ う と述 べ て い る。 具 体 例 と し て65型1台 当 り
の 使 用 量 は ・ 一
フ ォ ー ド1965年 型 『35ポ ン ド(ユ5.75キロ グ ラ ム)
ダ ッ ジ ・ダ ー ト22.2〃.(9.99〃)
プ リ ム ス ・ベ ル ベ ダ ー26.8〃(ユ2.06〃.)
ク ラ イ ス ラ ー 。ニ ユ ー ヨ ー カ ー51.5〃(23.18〃)
以上記載されている。昨年摩発表 された第7表 の数字より大分に増加 してい
る 。 『 曲
第7表 車別プラスチック使用量
車 名 陣 別i璽謝 菱薩 チ漏 重器
シ ト ロ エ ンID!フ ラ ン ス1,14529.92.6
フ ィア ッ ト1300イ タ リ ア95711.81.2
ル ノ 三 フ ラ ン ス'6809.ユ1.3
一 フ ォ ル ク ス ワ ー ゲ ン ド ィ ッ64810.41.6
シ ボ レ ー 豆 ア メ リ ヵ1,70013.60.8
ダ ッ ジ ・ダ ー ト1700〃1,2556.70.5
プ リム ス ・サ ボ イ 〃1,5606.20.4
霏 禁 ラ 冖 ニ ユ冖 〃 ・・9・5…9・ ・6
(注)『化学経済』誌,1964.9清水省三氏論文より
第8表 グロリア1台当りプラスチック使用量
材 質 使騨 材 質 使騨
ポ リエ チ レンHD2,400セ ル ロ ー ズ450
ABStリ マー1,600塩 ビ フ オ ー ム250
ポ リア セ ター ル900ASポ リ マ ー200
メ タ ア ク リ ル700ユ リ ァ100
フ ェ ノ ー ル400ポ リエ チ レンLD90
ポ リ ウ レ タ ン1,750ナ イ ロ ン30
灘 飄1,:° °00計9,870
(CMCNa27プリンス自工調査資料)
(注)『化学経済』誌1964。9清水省三氏論文より
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、
わが国の例にグロリアを撰ぷと第8表 であ る。 なお最近の科技庁の調査で
は、ある1963年発売の中型乗用車で19キロ、別の軽自動車 メーカーの車種では
今年は22キロの予定である。1962年の全輸送機産業における全プラスチック消
費量は、塗料などの間接消費 も含めて全プラスチック生産量の27°°にも達す る
大きいものである。
プラスチックの自動車への使用例を第9表 に示す。
第9表 自動車における材料別応用例
材 料 適 用 部 品
ABS;蹴 ぎ脇 禪 塊 芻 読 τ罵 冫轡癲 ア
ア セ ・ 一 ル 勢 劈 曇菰 緯 驚 呈獅:ポ 以 ベアリ
… ル 耕 踏 紘;質 冖・ポストメダリオン・オ冖ナ
・ ル ・ 一 ズ う『㍊ ㍑ 姦イル・カラムシエル・/7,エスカッショ
弗 素 樹 脂 ベ ア リン グ、 ブ ッシ ュ、 ガ ス ケ ッ ト類
… ン 寝1ζ 翁 黙 ・・ギ噸 ドアス トライか ・スラ
ポリカーボネー ト 三診トレンズ・フ・畷 ブ゜・ク・ギfi,ビ ジ・アルゲ
バ ッテ リキ ヤ ップお よ び受 皿 、 エ ア コン ダ ク ト、 オ イル お
ポ リ エ チ レ ン よび ワ ッシ ャー リザ ー バ ー、 ホ イル キ ャ ップ、 物入 れ、 荷
室 パ ネル 、座 席 枠 板 、 カー ペ ッ ト、 裏 打
ポ・プ・ピレン 諮 穿鍛 誘;習 昼総 室觚 エアコン部
剥 スチ ・ン 三誌 に{・ カラムシエル・サンバイザー・ダッシュボ
ポ リ ウ レ タ ン 気 化 器 フ ィル タ、 各 種 バ ッ ド、 ラ イニ ング材 、 ダ ンパ ー
ビ ニ ー ル 座 席 、 各 種 内 張 り装 材
ア ル キ ヅ ド 特殊 電 装 品
フ ェ ノ ー ル 各種 電 装 品 、 ヒー ター ハ ウ ジ ング 、 ギ ャ類
ボ ・ ・ ス テ ル 炭盃騰 解 三 ドトップ トノウカ'曙冖・バッテリ受皿
尿 素 樹 脂 ボタン、ノブ類、エスカッション
(注)現代経営センター ・セミ,森岡資夫氏資料
プラスチ ック利用においていか に コス トが 低下 したかの例 を 第10表に 示 し
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第11表には一般論的にプラステヅク製品化 コス トと金属製品化コス トを比較す
る。明 らかにプラスチックの有利なことが認められる。
第10表 プラスチック利用によるコスト低下の一例
部 副 仕 様1低 下率
バー … プ 灘 笹 盤 内 騾 酵 デオ喧88%
ジー ト㌍ 蘇 〉,.プレス、簸 ポリエチレン射贓 型 脇
イン℃ ㍑:'.q>`
7t」イキヤtiポ リアセタ冖細 成型8・%
黄銅板、プレス、
ホイ冖‡
。。プ 蘇 ㌔ 。ス、(1°°)ポ ・・チ・謝 出鯉620
塗装(86)
インサイ萇
ネ、レ2粛 一 ド・レザHIス チ゜一麺 鯉92%
一 ・ク・ 翫 鷲 罵1;1篝震溝
(注)『化学 ・経済』誌,1964.9.清水省三 「自動車工業におけるプラ
スチックの現状と将来」
第11図 合成樹脂と金属製品との加工コスト域較(例)
(注)コストは5立方インチの大 きさの部品製造に
必要なもの 「合成樹脂の新用途」資源局資料第52号
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また第1ユ表よりヲラスチ ックの容積当 りの材料費の廉価 もさることなが ら、
加工費が金属に比べて非常に低廉であることが判明しよう。自動車台数の増加
は、日本の南北縦貫高速道路の開通の曉にはものすごい数 とならうとともにプ
ラスチックの消費 も膨大なものと思われる。
(2)消費財需要
わが国経済の高度成長は商品の流通革命を もた らし、その一つとしてのスー
パーマーケットの発達は商品包装に革新を余儀な くせしめそれにマッチす るプ
ラスチックのフイルム、軽量容器の需要が非常に伸びた。今後 戔益々続 くだろ
う。また商品輸送コンテナー も例えばコカ ・コーラ、バヤ リース等の飲料水壜
のコンテナーは従来の木製に代 りその美しさ、軽量、丈夫さ、商品イメージの
うえつけ等充分コス ト高に打勝ち伸び始めた。将来 ビール、酒類等におよぶと
膨大な数字 となろう。
(3)民生用電気機器需要
戦後、成長産業の代表的なものとして、 この家庭用電器産業があげ られる。
戦後の爆発的な家庭電化ブームを背景に、テレビ、電気冷蔵庫、電気洗濯機 と
いわゆる 「三種の神器」を中心に驚異的な発展をとげた。これ らの分野に も著
しい材料代替と置換がみ られ、 とくにプラスチっクは多量に喰込んだ。その例
は第12表に示す。
昨年以来、普及率の一巡傾向か ら伸悩みが目立ってきた。とくに扇風機およ
び冷蔵庫の売行きは不振をきわめ大量の在庫をかかえる始末 となった。 昨年
11月申旬、通産省でも10不況業種の一つとして家庭電器が取上げられた。
しかし、すでに大量に普及 した家庭電化製品は、次々と買替えの時期を迎え
るし、新規需要 も毎年確実に期待できる。またカラー昂レビ、家庭用 ビデオテ
ープレコーダーなどの新製品 もこんご家庭に密接になることが期待される。だ
か ら現在の不況は一時的な ものとみることもできる。
-76一
第12衷 家庭用電 気機器 のプラスチ ック使用予測
1生 産(1・000)使 用 プ ラ ス チ ッ ク(t)
隣 頬39勾 欄 ・・ノー・1・ラ ・・!…-il-;°7-Li-NI,・ …1… ン
麟 ・ 佃 ン2・99・13,20・'27・23・651!
鏃 野 替4;491」4,5758428501:14511一
電 気 釜6」427}2,50028011
呈:嚢1二 、谿 、85°,90012°2002°ll{i
欝1::;1::35°°3 8008502507°1,050201502001認逡鬮 　 ,,
電気井戸ポンプ806850202139020i
夢a難 撃 翻:75°3504953As°552°i1539°!0'200
轡 翼1,2111071,51::.、112°z°401°{、 、。{
計i7.,96・ 　 23・ ・,792・,・ ・2
,576,03074・5・
(注)『化学経済』誌19δ4.9金田栄一氏論文より
(4)建築用需要
自動車、テレビな どを代表とす る家庭電器製品、およびプレハブ住宅など大
衆 を対象 とした商品、およびその企業は大戦後の顕著な特徴である。このよう
な大衆 を対象にした消費材の特徴は、膨大な量の材料が必要になって きている
ばか りでな く、少しでも安 くとい うことが特に大切な性質である。最近は木材
などの資材の高騰 と、建築技能熟練者の不足にか らんで、賃金の高騰等のため
木造建築の価格指数は上昇の一途をたどっている。 この際プレハブ住宅の進出
とともにアル ミニユームや、 プラスチックなどの新材料が著 しく進出してい
第13表 ユリア樹脂接着剤生産量(歴年)
昭和35年65661ト ン
昭和36年81392ト ン
昭和37年99026ト ン
騾舞1灘 鰍ζ
注 日本プラスチック工業連盟作成
る。なお建材 として最 も多
量に使用され る合板ρ接着
剤、ユ リア樹脂接着剤の生
産量は次表のよう1ζ累年増
加が顕著である。
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建材部門の材料置換の最 も端的に示 しているのは給水管用鉛管が硬質 ビニー
ル管に取 って代 られた過程である。
第14表 給水管用鉛管および硬質塩ビ管検査
実績比(東京都水道局営業部発表)
訳 鉛管 塩・管
30年 度84.515.5
31161.4138.6
32140.OI60.0
33138.8161.2
34137.3162.7
35129.?170.3
3628.871.2
37127.6172.4
すでに第6表 で示 したよ
うに他国に比 して建材に対
す る消費水準 は い ま だ低
いo
今後、欧米なみに高層ア
パー ト、ビル建築の形に近
づけば床材を中心に建材需
要はかなりの増大が見込 ま
れる。とくに建築基準法に
絡む問題の解決や、プレハブ住宅の成長を考えると床材だけでなく、内装材料
の需要 も大巾な増加が見込まれる。
床材については民間住宅のみでなく公共投資によるm、 工場建築にもいえ
ることである。
(5)公共投資関係
昨年のオリンピックのため新建材の使用は著しく増加した。また新用途の開
発 も種々み られた。今後は国際博覧会、国際空港の新設や日本縦貫高速道路の
開拓などのほか電信電話関係の長期需要がある。
(6)設備投資関係
設備投資は不況めため現在はチエ ックされて低調ではあるが、 もともとわが
国の投資水準自体は非常に高 く工場、ビル建設の成行きのほか、一般機械、重
電機械の生産増加および電力について も今後なお大規模な開発はつづこう。
(7)輸 出
今迄はプラスチ ックの輸出は間接輸出が大 きな特徴であったが最近樹脂 その
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ものの品質 も欧米の ものと同等、またはそれ以上の ものができ、かつ国際価格
に充分ペイ出来るもの もあり、次第に樹脂の輸出 も伸びてきた。
む す び
材料の将来性を判断する場合次の条件を考える必要がある。
(1)資1源に二f倒約が無いこと。
(2)生産量累年の増加率および価格の低下率の大 きいこと。
(3)需要の将来性の大 きいこと。
(4)材質の将来性については改良の余地、および新規優良品の見込のあるこ
と。
プラスチックは(1)、(2)、(3)については、すでに将来性が非常にあることを述
べた。 とくに(3)は、現在で もプラスチックが大巾に伸びている耐久消費部門の
将来がどうかは大衆消費社会がどこまで発展 して行 くか に あ り、戦後大衆の
成長、後進国の独立、などで現在、最早、材料は戦争のためでな く人間の福祉
向上のために使われなければならなくなっている。このことは、われわれの生
活環境を改善し 「人間らしい生活」が目標となろう。そのためにも必然的にこ
の分野は伸びるだろう。
(4)の材質についてはプラスチックは金属に比 して、現時点では機械的、熱的
に弱い。なお大 きな問題点は、歴史が浅いため長期使用時の工学的データーが
金属程に完備していないことである。 しか しこれかは戦後20年経過の現在、次
第に発表 されてくるだろう。
なおプラスチックは合成物である限 り、改良および新製品の出現は必然的な
ものである。現在において もプラスチックは加工し易い、多量生産に適 し、軽
量で、耐腐蝕性あ り、透明なものから美 しい任意の着色が可能等の利点がある
ばか りでなく、最近表面処理の発達により、メツキ可能、シボは自由で希望の
一79一
テクスチユアーが得 られ る等の数多 くの利点がある。
以上プラスチ ッは材料 として好条件に恵まれているが、今後一層プラスチッ
ク工業が伸びるためには、製品開発とその製品化過程の加工研究に対する熱意
の大 きさが問題 となる。
この加工分野は化学の智識のみならず機械、電気、其の他の広汎な智識 を必
要 とする境界領域の学問である。現在製品メーカーで、主 として行なわれてい
るが、秘密事項 も多 く発表 されるのは氷山の一角である。大学、研究所には高
分子化学の科があ り研究な らび教育は非常に盛んであるにかかわらず、高分子
工学 として、加工の基礎理論まで取扱っている処は非常に少ない。
またこの分野におけるデザ イナーの活動は、製品の商品価値を高めるにおい
て絶対に必要で ある。最近とくに我国の商品が、 国際市場で欧米品と競争の
際、デザインの重要なることが身にしみて感じられる。
今後デザイナーが この将来性あるプラスチ ックへ、特に関心を注いでいただ
きたいと考へる次第である。
自動車へ応用されたプラスチックの諸例
0
サ イ コ ラ ックABS製 ボデ ィの 試 仕事 で、 す で に121000マイル 走行 して い る。
上 部 ・下 部 半 分 つ つ 真 空成 形 で作 られ て お り、 上 部 に は ボ ック ス ・シ ー ト、 セ
ン ター コ ンソ ール お よび アー ム レス ト。下 部 に はバ ンパ ー とホ イー ル ・ウエ ル が
同時 に 成 形 され 、上 ・下 二 部 を ボル トで止 め て い る。MarbonChem.Div.of
Borg-Warner(米)作。 現在 欧米 で評 判 に な っ て い る車 。
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一a
ポ リエ ス テ ル/ガ ラ ス 製 の ロ ン ドン の タ キ シ ーWincatonTrans-
Yort&Engineeringco.Ltd.(英)製 作
●-b
FRP製 の車(ヨ ー ロ ッパ)
0
ポ リエ ステ ル ガ ラ ス の フ イ ラメ ン トワ イデ イ ン グ法 に よ るタ ン カー車 体 。
生 産 会 社GlosterEquipmentLtd.(英)
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④新 型Cadillacのinstrumentpanelassembly・
ガ ラス充 墳 ス チ レンー ア ク リ ロニ ト リル 共重 合 物 の 成 形 品 で約14tン ド
あ り車 の 巾 だ け の長 さは あ る。 か つ6ポ ン ドの グ ロー ブ、 コ ム パー トメ
ン トを も含 ん で い る。
Ls`‐a
シザ ル セン イーtリ エ ス テル プ レ ミッ クス で成 形 され
た コー ター ・パ ネル 。Chrysler4乍
これ に は アー ム レス ト ・ベ ー ス と下 部 に 灰皿 を保 持 し
て い る。
aは 成 形 品 でbは それ を装 嗔 した所
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G-b
⑥
Chrysler.Dart270のダ ッシ ュ ・パ ネル に してABSの 成 形 で 巾 は ボー
ドー ぱ い、 表 面 は縦 縞 の シ ボ付 まで そ の上 を メ ッキ 仕上 して い る。 グ ロ
ー ブ ・ボ ック ス の カバ ー は今 年 は メタル か らABSに 替 られ た。
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/J
'65Cl
ユ1'ysle'らコ ウ ル ・ ベ ン チ レ
ー タ ー と キ ッ ク ・パ ネ ル で ポ リプ ロ
ピ レ ン の 射 出 成 形 品 で あ る 。
CU
vlustangの内 部
ベ ン ト。 ル ー バ ー
上 に装 嗔 され た 調
整 可能 のエ アー 。
バ ル ブ で 耐 熱 性
Af3Sで成 形 き れ
て い る。(左 、前
面 ・右 後面)
、9、.ノ
s.・11137automobaeσ)ダッ シ ュ 。
ア セ ン ブ リ ィで ホ リフ レ ン の 射 出 成
形 き れ た 一一;::;.:,「1;liより な る。 力 を 持 た
す た め リブ 付:こ し て い る。
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io
Opelauto(独)の成 形 され た アー ム ・レス トでABSで 成 形 され メ ッキ
仕 上 げ して あ る。前 は メ タル で あ った 。
フ ェ ノール 樹脂 製 の11弁を持 っ た ヒ
ー ター お よび コ ンデ ィシ ョナ ーの フ
ァ ンで 以 前 は マ グ ネ シ ウ ム製 で あ っ
た。
PlymouthやDodgeに用 い ら れ
てい る。
n
Corvairのヒー ト ・ダ ク トで長 さ7
フ ィ ト、重 き5ポ ン ドこれ は耐 熱 性
高 密 度 ポ リエ チ レンの 真 空成 形 部 品
を熔接 で組 立 て ～い る。
⑫
一85一
13--a
ChevroletInpalaのコン ソー ル でABSの 成 形 品 、長 き39%イン チニ 部
品 よ り組 立 て られ左 は レフ ト ・レバ ー用 グmブ ボ ック スは後 部
「璽一b
OldsmobiIeのコ ン ソー ル でABS成 形 品 、43イン チx312インチ ・サ イズ
VauxhallVivaのイ ン
ナ ー ドアー ・パ ネ ル で ポ リ
エチ レン共 重 合 物 の射 出成
.形rtFI(1
⑭
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to
デルソン製自動車用豆ランプソケット、計器板にとりつける。
ジ ュラ コン製 ワ イ
パ ー ギ ヤ ー、 ニ ュ
ー ブル ー バ ー ドζご
採 用 され た もの 。
lti
tリ プ ロピ レン製 の ス テ アー リン
グ ・ホ イー ル、FordResearch&
Engineeringcanter製作 。
硬 質 ゴ ム製 の もの よ り遥 か に 強靱
で あ るが コス ト面 で競 争 。
li
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